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◆新年度予算編成の基本、◆気象変動に

伴う災害対策、◆高すぎる国保税引き下

げを、◆聴覚障がい者の社会参加を促進

するために手話言語条例の制定、手話通

訳によるコミュニケーションの確保を 

 

問 

現
在
市
の
乳
が
ん
検
診
は
、
４０
歳
以
上

の
女
性
を
対
象
に
２
年
に
１
回
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
に
よ
る
検
診
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

最
近
は
３０
歳
代
か
ら
の
乳
が
ん
が
急
増
し
て
お

り
、
若
年
層
の
乳
が
ん
発
見
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
よ
り
超
音
波
検
査
が
有
効
と
の
研
究
結
果
も

で
て
い
る
。
超
音
波
検
査
の
導
入
と
検
査
年
齢
を

３０
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
べ
き
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

超
音
波
検
査
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
死
亡
率
減
少
効
果
が
不
十
分
と
さ
れ
て
い

る
。
国
か
ら
有
効
性
が
示
さ
れ
た
段
階
で
検
討
。 

 

問 

介
護
保
険
で
は
要
介
護
１
・
２
の
人
の
生

活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
事
業
に
移
行
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
の
有
料
化
な
ど
の
見
直
し
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
見
直
さ
れ
た
場
合
、
市
内
の
利
用
者

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
。
国
に
対

し
、
見
直
し
は
行
な
わ
な
い
よ
う
要
望
す
べ
き
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

総
合
事
業
の
提
供
基
盤
は

十
分
で
な
い
状
況
。
ま
た
、
状
態
悪
化
や
サ
ー
ビ

ス
を
控
え
る
な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

市
長 

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
な
ど
市
長
会

を
通
じ
要
望
し
て
い
く
。 

 

問 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
は
じ
め
ご
み
を

減
ら
す
た
め
の
対
策
を
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

ご
み
出
し
支
援
と
し
て
戸
別
収
集
の
実
施
を
。 

 

市
民
環
境
部
長 

マ
イ
ボ
ト
ル
・
マ
イ
バ
ッ
ク

利
用
増
加
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
生

活
支
援
の
中
で
ご
み
出
し
支
援
も
検
討
し
た
い
。 

 
 

                                                      

市
長 

問 
 

教
育
部
長 

 

問 

市
長 
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◆乳がん検診の超音波検査導入と検査

年齢を３０歳以上に◆誰もが安心して

介護が受けられるために◆ごみを減ら

し住みよいまちをつくるために 

 

問 

昨
年
９
月
議
会
時
点
で
、
全
国
で
１
０
１

自
治
体
だ
っ
た
が
、
今
は
２
４
５
自
治
体
に
。
甲

賀
市
で
も
早
期
に
手
話
言
語
条
例
の
制
定
を
。 

市
長 

来
年
度
に
策
定
す
る
第
三
次
障
害
者

基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
早
い
時

期
に
制
定
す
る
。 

問 

聴
覚
障
が
い
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議

会
の
役
員
会
合
に
参
加
す
る
場
合
、
手
話
通
訳
派

遣
費
用
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
の
は
問
題
。
社
会
参
加
を
制
限
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
実
施
要
綱
に
基
づ

き
、
公
的
な
負
担
で
対
応
す
べ
き
。 

健
康
福
祉
部
長 

個
人
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば

公
費
で
負
担
。 

問 

県
の
仮
係
数
に
よ
る
と
来
年
度
国
保
税

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
基
金
や

繰
入
金
を
活
用
し
て
引
き
上
げ
な
い
対
策
を
。
子

育
て
世
帯
に
１８
歳
未
満
の
「
均
等
割
」
軽
減
を
。 

市
民
環
境
部
長 

基
金
や
繰
越
金
を
活
用
し

て
国
保
加
入
者
に
配
慮
し
た
国
保
税
率
決
定
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。
「
均
等
割
」
は
、
全
国
的

課
題
。
国
の
負
担
の
も
と
、
制
度
構
築
が
必
要
。 

問 

異
常
気
象
が
列
島
各
地
で
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
従
来
の
延
長
線
上
で
な
い

対
策
必
要
。
内
水
・
外
水
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
。 

危
機
安
全
安
統
括
監 

県
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
防
災
計
画
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直

す
。
災
害
ゴ
ミ
対
策
も
計
画
策
定
中
。 

 

 

山
岡 

初
の
政
治
倫
理
審
査
会
が
開

か
れ
ま
し
た
が
… 

 

小
西 

会
派
を
代
表
し
て
審
査
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
わ
が
党
は
当
初
か
ら
、

審
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
鵜
飼
議
員
の

発
言
は
い
ず
れ
も
倫
理
条
例
違
反
に
は

該
当
し
な
い
、
と
主
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
審
査
会
の
判
断
も
賛
成
多
数
で
す

が
、
請
求
棄
却
と
い
う
結
論
に
。 

 

岡
田 

私
も
審
査
会
を
傍
聴
し
て
感

じ
た
こ
と
で
す
が
、
審
査
事
案
の
鵜
飼

議
員
の
発
言
で
す
が
、
い
ず
れ
も
議
場

が
混
乱
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の

直
後
に
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
突
然
審
査
請
求
。
自
浄

作
用
と
い
う
か
、
議
員
が
お
互
い
に
質

問
力
を
高
め
る
た
め
の
相
互
批
判
は
是

と
思
い
ま
す
が
、
突
然
「
条
例
違
反
だ
」

と
請
求
す
る
の
は
如
何
か
、
と
。 

 

小
西 

審
査
結
果
次
第
に
よ
っ
て

は
、
議
員
の
発
言
を
制
限
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
も
そ
も
倫
理
条
例
は
、
市
民

と
の
関
係
で
議
員
の
活
動
を
律
す
る
も

の
。
特
定
の
発
言
や
議
員
の
活
動
全
体

を
「
品
位
」
で
、
問
う
も
の
で
は
な
い

で
す
よ
。 

 

山
岡 

そ
の
通
り
で
す
。
わ
が
党
が

「
審
査
請
求
に
値
し
な
い
」
と
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
点
で
す
。
教
訓
と
す
る

な
ら
、
こ
の
点
が
大
事
だ
と
思
う
。 

 

小
西 

そ
の
一
方
で
安
倍
首
相
の

「
桜
を
見
る
会
」
私
物
化
疑
惑
の
徹
底

究
明
を
求
め
る
意
見
書
の
提
案
に
、
黙

っ
て
反
対
し
た
議
員
が
い
た
の
は
驚
き

で
す
。
国
民
多
数
が
真
相
究
明
を
求
め

て
い
る
の
に
、
全
く
耳
を
貸
さ
ず
目
を

つ
ぶ
っ
て
し
ま
う
。 

 

山
岡 

議
員
任
期
も
折
り
返
し
点
。

小
西
議
員
は
産
業
建
設
、
岡
田
議
員
は

厚
生
文
教
、
私
は
総
務
。
担
当
す
る
常

任
委
員
会
も
一
新
し
ま
し
た
。
私
も
議

会
選
出
の
監
査
委
員
と
い
う
大
役
を
。

そ
れ
ぞ
れ
引
き
続
き
、
全
力
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 

◆近江鉄道の存続を◆ダムに頼らない

治水対策を◆市営住宅の入居条件から

保証人の削除を◆急増する放課後児童

クラブの入所者対策を◆信楽町の雲井

地域と長野地域とのコミタク運行を 

問 

長
年
の
赤
字
問
題
で
存
廃
が
検
討
さ
れ

て
い
る
近
江
鉄
道
に
つ
い
て
、
交
通
結
節
点
の
貴

生
川
駅
が
あ
る
甲
賀
市
長
と
し
て
存
続
の
先
頭

に
立
つ
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

市
長 

現
時
点
で
は
法
定
協
議
会
が
設
立
さ

れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
本
市
単
独
で
の
判
断
を
申

し
上
げ
る
時
期
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

問 

近
年
の
災
害
の
教
訓
か
ら
ダ
ム
に
頼
ら

な
い
治
水
対
策
が
必
要
で
、
ダ
ム
を
起
点
と
し
た

河
川
整
備
計
画
を
進
め
る
と
い
う
立
場
を
抜
本

的
に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長 

大
戸
川
ダ
ム
の
早
期
建
設
で
、
ダ
ム
を

起
点
と
し
た
河
川
改
修
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

問 

昨
年
３
月
に
国
交
省
住
宅
局
長
か
ら
、
市

営
住
宅
入
居
に
関
し
、
保
証
人
に
関
す
る
規
定
を

削
除
す
る
よ
う
通
知
が
出
さ
れ
た
。
甲
賀
市
も
保

証
人
が
い
ら
な
い
よ
う
に
条
例
改
正
を
求
め
る
。 

建
設
部
長 

現
時
点
で
条
例
改
正
を
行
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。 

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
入
所
希
望
者
が

10
月
時
点
で
定
員
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
希
望
者
全
員
が
入
所
で
き
る
対
策
は
。 

こ
ど
も
政
策
部
長 

待
機
児
童
を
出
さ
な
い

方
針
の
も
と
、
全
員
が
入
所
で
き
る
よ
う
対
応
。 

問 
信
楽
町
の
雲
井
地
域
と
長
野
地
域
間
の

コ
ミ
タ
ク
運
行
を
求
め
る
。 

建
設
部
長 
次
年
度
の
計
画
に
は
な
い
が
、
今

後
、
見
直
し
の
課
題
と
す
る
。 


